
住民自治協議会 意見交換会 集約 

 

 各住民自治協議会との意見交換会では、コミュニティセンター化の構想については概ね賛同を得たが、移行等に

ついて下記の意見が出された。 

 

１ 施設 

① 【施設利用の緩和】 

・コミュニティセンター化でいろいろな講座を開いて、集まりやすくするというのは非常に大事なこと。 

・包括ケアを公民館で行える。できる地区とできない地区があり、一緒になってここで行うことが可能となる。 

・物販ができると言うが、地域間交流を行っている地区の高原野菜など収穫祭など出来ればいい。 

・建て替えの施設が出来た場合、最初からコミュニティセンターにした方がいい。 

・制限があるよりも、自由度の高い使い方の方がいい。 

・会議室を企業に使われると今まで使っていた人たちが使えなくなる。 

 

② 【類似施設】 

・地区農村環境改善センターが支所近くにあり、現在、コミュニティセンターのように利用している。 

・地域公民館、福祉施設等の性格の違う施設が地区にある。 

・公民館は社会教育施設として利用しており現状に問題は無い。 

・地区内に活性化センターや直売所があり、あまりコミュニティセンター化のメリットを感じない。 

・他の施設があるので、当地区の公民館は教育施設（社会教育法）が良いと思う。 

 

 

２ 移行 

① 【移行方法】 

・できやすいところから移行する。一斉もいい。やってみて指定管理が良ければ、指定管理も増えていく。 

・コミュニティセンター移行は一斉でもよい。 

・移行については、画一的ではなく選択制にしてはどうか。 

・一括でなく分けて考えてほしい。駐車場が大きい施設や新しい施設など。 

・それぞれの公民館の実情が違うので、長野市で一律にというのはどうか。 

・32 の住自協があり、29 の公民館本館がある。一律でなくてよい。 

・コミュニティセンターは指定管理でなければだめなのか。 

 

② 【名称】 

・名称は考えて欲しい。 

・高齢者はコミュニティセンターと言われても分からない。分かり易い名前にして欲しい。 

・コミュニティセンターの名前は分かりづらい。高齢者に、どの様な施設なのか分かり易い施設にしてほしい。 

 
資料 1-2 平成 29年 12月 21日 長野市公共施設適正化検討委員会 



３ 課題 

① 【貸館について】 

・貸館のときに、社会教育の利用を優先するなど、担保してほしい。 

・申し込みの時期やタイミングをどのようにするのか（例えば市民会館は 1年前から申し込み可能）。 

・有料貸館のお金のやり取りが大変。 

・使いやすくするようにすると業務の責任は大きくなる。日曜日や夜は鍵の貸し出しだけでよいか。 

・コミュニティセンターにして、事務の負担が増えるのは困る。団体の見極めなど大変ではないか。 

 

② 【職員について】 

・職員の労働が心配。職員の待遇改善も必要。 

・職員もシフト勤務になるとすれば手当てが必要である。 

・職員を増やしていただけないか。 

・3 人体制でやっているが時間外や土日の対応はどうか。管理する人がいないとまずいのではないか。 

・人件費、管理費が課題である。その辺をクリアしてほしい。 

・指定管理になることで、市職員が引き上げられてしまうことが困る。市の職員に変わる人材がいない。 

 

③ 【施設利用の内容】 

・地方自治法による利用とあるがどういうことか。こういったものは使えない。こういったものは使えるというものが

欲しい。具体的な内容が出てくると分かりやすい。 

・逆にできないものは何かを示していただきたい。それ以外は出来ると言う方が分かり易い。 

・地区内の商工会は、コミュニティセンターになれば有料で借りることが出来るのか。そういう細かいところをみん

な挙げてもらいたい。 

・条例（案）がないと判断できない。 

 

④ 【光熱水費】 

・電気料、光熱水費など収入も増えるが支出も増える。 

・光熱水費が増える。バランスを見た方がいい。 

 

⑤ 【公民館とコミュニティセンター】 

・公民館とコミュニティセンターの 2種類になるのは分かりづらい。 

・指定管理からやっていいと思うが、二つの施設ができる。公平、平等の原則はどうか。 

 

 

 

 

 

 



４ その他 

① 【地域公民館関係】 

・市立公民館は便利なところにあるが、なかなか行けない。地域公民館を利用している。地域の高齢者の見

守りもできるし、地域の人の目がある中で、学習もできる。 

・福祉事業について、既に地域公民館で実施している。 

・住自協で事業をする際、地域公民館を利用している。 

・地区は地域公民館をうまく利用している。 

 

② 【指定管理者】 

・指定管理で、うまくいっているところの事例等を聞きたい。 

・使い勝手がよくなることは否定するものではない。ただし、指定管理の負担が増えないということが基本になる。 

 

③ 【マネジメント、ワークショップ関係】 

・地域に問題があり、特色がある。マネジメントも含めて考えていきたい。 

・ワークショップで地域の意見を聞きながら進めたい。 

・来年度ワークショップが始まるので、コミュニティセンター化の話と重なる。 

 

④ 【その他】 

・一歩踏み込んで、利用が広がるコミュニティセンターはいい話なので、地区内の会議等で話していきたい。 

また、指定管理者から移行との話なので、指定管理者制度の話も含めて説明していきたい。 

・地区では指定管理者制度への移行は様子を見ようという状態である。指定管理者制度とセットと考えられ

るがコミュニティセンターはいい。 

・最終的には、やりやすい施設にしてほしい。 

・都市部の公民館、小さくまとまっている施設が受け入れやすい。 

・稼働率が悪いところはいいが、地域によって差がある。 

・今日こういう会議が出来てよかった。 

・基本的な考え方は大賛成であるが、具体的に実現していったときに問題点は何かとある。 

・コミュニティセンター化したら稼働率は上がると思う。売り上げを出すのは大変。 

・コミュニティセンター化の趣旨みたいなものは、その時代が来ていると思うが、コミュニティセンター化は今までの

利用者にシワ寄せがかなり大きくなってくる可能性がある。 

・今までの社会教育が守られるのか。薄れていく可能性がある。 

・公民館は、戦後に作られ、その後、教育水準、文化水準が上がってきている。役割を果たしている。 

 

 

 


